
はい いいえ
◆⽇本国内の⽔道⽔の浄⽔が⽬的である。

※飲⽤可能な井⼾⽔の場合は「井⼾⽔モデル」にて対応可能。
◆給湯器(ヒートポンプ含む)よりも上流(1次側)に設置できる。

※いいえの場合は「活性炭モデル」にて対応可能。
◆⽔道メーター以降の⽔道管⼝径が13A〜25Aである。(20A〜25Aを推薦。)
◆⽔量や原⽔圧が低くない。(0.3MPa以上を推薦。⼭間部や⾼台の建物は注意。)

※いいえの場合はポンプ設置または「活性炭モデル」にて対応可能。
◆冬期などに凍結の⼼配がある地域では、ヒーターバンドを接続可能な電源が確保できる。
◆[⼾建て]横幅700mm×奥⾏300mm×⾼700mmの設置スペースが確保できる。
◆[⼾建て]3階よりも上の階(4階以上)に⽔栓が無い。

※いいえの場合はポンプ設置または「活性炭モデル」にて対応可能。
◆[⼾建て]2階よりも上の階(3階以上)にバスルームやシャワーが無い。

※いいえの場合はポンプ設置または「活性炭モデル」にて対応可能。
◆[⼾建て]2階よりも上の階(3階以上)にタンクレストイレが無い。

※いいえの場合はポンプ設置または「活性炭モデル」にて対応可能。
◆[⼾建て]夏期などに⽔温が著しく上昇する場所(屋上など)に受⽔槽や貯⽔槽が無い。

※いいえの場合は「活性炭モデル」にて対応可能。(⽔槽の⼆次側に浄⽔器を設置します。)
◆[集合住宅]世帯毎のMB内に横幅300mm×奥⾏200mm×⾼700mmの設置スペースを確保できる。
◆[集合住宅]世帯毎のメーターボックス内に重さ10kg程度に耐えられる床がある。
◆[集合住宅]増圧ポンプと貯⽔槽が有る。または⾼架受⽔槽がある。

より詳しい条件等は当社ホームページ(http://www.science-m-n.co.jp)のFAQページをご確認ください。
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該当する全ての項⽬が「はい」の場合に設置いただけます。
また、この場合には⾼性能モデルをご使⽤いただけますが、稀に⽔圧、⽔量が低下する場合がございます。まずは活性炭モデルをご使⽤
いただき、⽔圧、⽔量ともに良好でしたら、次回のカートリッジ交換の際にハイブリッドカートリッジ(⾼性能モデル搭載カートリッジ)
をご検討されることをおすすめ致します。



ワイ・ウォーターシステム　（ＳＣ－Ｂ）

◆ 本書は、当社セントラル浄水器ワイ・ウォーターシステム（ＳＣ－Ｂ）の取り付け、配管に関して記載しています。
使用する部材の詳細な施工に関しましては、各部材の技術情報により取り扱うようにしてください。

◆

◆ 施工マニュアルを最後まで一読した後に取付施工を行ってください。

◆

◆

◆

◆ １３Ａから２５Ａの配管口径に対応しています。

◆

◆

◆

設置場所の注意① 設置場所の注意②
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受水槽や貯水槽をお使いの場合には、「水道メーター →→→ 水槽 →→→ ワイ・ウォーターシステム →→→ 給湯器」
となるように設置してください。ただしフィルターの特性上、水槽内の水温が40度以上になる地域でのご使用は目詰まり
を起こす可能性があるため取り付けできません。
ご購入時に活性炭モデルをご依頼いただく。もしくは別途に活性炭カートリッジをご購入いただき、交換いただくことで上
記の条件下でもご使用可能になります。(お湯を通過させた際の浄水能力は、水の場合と比較して低下します。)

画像のように給湯器の真下や、真上に障害物が有
る場所など、地上から高さ７００ｍｍ以上を確保する
ことができない場所には設置しないでください。

スマートフォン等で右のＱＲコードより当社ホームページ上のＱ＆Ａページをご覧いただけます。「使用条
件・取付施工について」の記載がありますので取付施工前にご参照ください。
施工後に万一、トラブルが発生した際には「トラブル」の項をご参照ください。

取り付け位置は水道メーター以降(二次側)から、給湯器(ヒートポンプ等含む)への入水前および水道管を分岐するまで
の間となります。給湯器以後への設置は絶対に行わないでください。

＜＜施工マニュアル＞＞

寒冷地へ設置する場合は、本体および配管にグラスウールや断熱テープを巻き付ける等の十分な凍結防止対策を
行ってください。特に気温の下がる地域では凍結防止ヒーターを巻くことをお勧めします。

施工は水道の元栓が完全に閉まっていることを確認し、安全のため、必ず手袋を着用して行ってください。

本書はワイ・ウォーターシステムの専用ボックス使用での戸建て住宅への施工をベースに製作しています。マンション
やアパートなど、集合住宅への施工や専用ボッスクを使用しない場合には、不要な部分を省略してお使いください。

万一に備えてバイパス配管を施工される事をお勧めしますが、スペースの都合上、バイパス配管は専用ボックス外とな
ります。

カートリッジ交換を行うために地上から７００ｍｍ以
上（８００ｍｍ以上推薦）の高さスペースが必要とな
ります。

株式会社サイエンス・メタルズ中村

専用サポートダイヤル　0256-46-0398
TEL 0256-34-5621(代表)　　　FAX 0256-34-5622



内容物の確認

セントラル型浄水器本体 １台
専用ボックス １個
専用ボックッスの上蓋 １個
ネジ ２本
目くらキャップ １個
(他に取説、保証書、レンチ1本が付属しています。)

配管イメージ

配管イメージ

浄水器を除くとイメージし易いと思います。

配管の定長

1

※耐衝撃塩化ビニールパイプＨＩＶＰ２０を
ご使用ください。

※バルブのレバーを回す向きに注意して
取り付けてください。

各配管の長さを記しました。参考にしてく
ださい。端になる５００ｍｍと６０ｍｍの長さ
を施工する条件によって変えてください。
塩ビ管は呼び径２０ｍｍです。

ＩＮ側配管の参考写真

ＧＰユニオン２０Ａ(２個)、呼び径２０ｍｍの
ＨＩＶＰ塩ビパイプ、ボールバルブ、台座用
コンクリートブロック他、施工に使用する材
料につきましては、別途ご用意ください。

左の写真のようなイメージで接続され、専
用ボックス外の配管と接続されます。



のり付け

乾燥

シールテープを巻く

浄水器仮設置

※井戸水モデルは「ＩＮシール」を目印にしてください。 2

専用ボックスの側板に穴が２ケ開いている
側に浄水器のＩＮ側（逆止弁が入っている
側）を向けて仮り置きします。
※ボックス底板の穴位置が画像と異なる
モデルもあるので注意してください。

接続後はしばらく放置し、十分に乾燥して
ください。

浄水器のＩＮネジとＯＵＴネジにシールテー
プを巻いてください。

各配管に上水道管に使用が可能な塩ビ専
用の接着剤でのり付けをし、しっかり接続
してください。

※ＩＮ、ＯＵＴ共に２５Ａ（Ｇ１）ストレートネジ
になっています。



専用ボックスとの干渉チェック

ＩＮ側配管接続

レンチで増し締め

ＯＵＴ側配管接続

3

必ずパッキンが入っていることを確認し、
金属製のＧＰユニオン２０Ａで締めてくださ
い。

スパナやモンキーレンチを使い、水漏れし
ない様、適度に締め込んでください。

※心配な場合は布や紙を使い、ボックス
の内側が痛まないようにしてください。

必ずパッキンが入っていることを確認し、
金属製のＧＰユニオン２０Ａで締めてくださ
い。

専用ボックスと浄水器本体とが干渉しない
か確認してください。



レンチで増し締め

浄水器の位置調整

干渉が無いよう、画像の位置に調整します。

内部配管の断熱処理

目くらキャップはめ込み

4

専用ボックス内部の配管に、しっかりと凍
結防止処理を施します。
凍結防止処理後に再度、浄水器本体の位
置を調整してください。

専用ボックス側板の穴に目くらキャップを
外側から押し込んで塞いでください。

スパナやモンキーレンチを使い、水漏れし
ない様、適度に締め込んでください。

※後のメンテナンス時にバンドのツマミを
回すことが出来るよう、注意してください。



上蓋を閉じる

上蓋をネジ留めする

浄水器と本管の接続

追加凍結防止処理（任意）

5

特に凍結が心配な地域は、専用ボックス
内部を画像のような細かな発泡スチロー
ルを適当な大きさのビニール袋に小分け
して投入いただくことで幾らか対策されま
す。
また、配管に使用する断熱テープを浄水
器の胴体部に巻いていただいても凍結対
策となります。

※氷点下になる地域では凍結防止ヒー
ターバンドの使用をお勧めします。

※入居されるまでの期間が長期な場合を
除き、必ず通水を行って浄水器および配
管に不具合がないか確認してください。

※一次側、二次側の接続間違いに注意し
てください。

配管の最終チェック、止水バルブが全開に
なっていることを確認して上蓋を閉じます。

付属のネジ２本を使用し、ドライバーやレ
ンチで完全に閉めてください。

浄水器の配管と本管を接続し、専用ボック
ス外の配管にも凍結防止処理を行ってくだ
さい。



減圧ねじを緩める

空気抜き

水が出てくるまで、この状態を保ってください。

減圧ねじを回し過ぎると外れてしまいます
のでご注意ください。

減圧ねじを締め込む

※ マンションや集合住宅等への設置の場合

● 施工後は、１カ所以上の蛇口を全開にして３分以上の「捨て水」を行ってください。
● 作業完了後は、周囲のゴミを確認し、清掃を行ってください。
●

6

空気抜き作業完了後、水量や水圧の低下、給湯器の点火に異常がみられる場合には、適正水
圧となるように減圧弁等を調整してください。同時にストレーナーの清掃を行ってください。また、
減圧弁とは別に水量を調整するバルブが設置されている場合があります。こちらも適正水量とな
るように調整を行ってください。

トップにあるカートリッジ押さえ用ねじを手
でしっかりと押さえて、Ｌ型レンチ工具を使
い、減圧ねじを反時計方向に１～２回転、
回して軽く緩めてください。

減圧ねじを緩めた隙間から、内部の空気
を出します。

＜＜＜　注意　＞＞＞

隙間から水が出始めたら、Ｌ型レンチ工具
を使って、時計方向に回して減圧ネジを締
め込んでください。

Ｌ型レンチ工具は、カートリッジ交換の際にも使います。必ずお客様へ渡して大切に保管してい
ただくようお伝えください。

＜＜＜　注意　＞＞＞

以降は空気抜きの手順です。空気抜きを行わないと、水量が著しく低下する場合があり
ます。また、原水バイパス機構が正常に作動しない場合がありますので、空気抜き作業
は必ず行ってください。

止水できれば良いので、強く締め込まなく
ても大丈夫です。












